
施工可能施工可能施工可能施工可能なななな下地水分下地水分下地水分下地水分ははははグレードグレードグレードグレードⅠⅠⅠⅠ、、、、耐湿工法耐湿工法耐湿工法耐湿工法ででででグレードグレードグレードグレードⅡⅡⅡⅡａａａａ

床施工時床施工時床施工時床施工時のののの新判断基準新判断基準新判断基準新判断基準ＩＦＡＩＦＡＩＦＡＩＦＡ制定制定制定制定、、、、ジェイシフジェイシフジェイシフジェイシフがががが施工指針化施工指針化施工指針化施工指針化

日本床施工技術研究協議会日本床施工技術研究協議会日本床施工技術研究協議会日本床施工技術研究協議会のののの成果採用成果採用成果採用成果採用コンクリート・モルタル等の下地への床施工の際、下地の水分により施工の可否を決める判断基準は、ＩＦＡが制定し、ジェイシフが施工技術指針に明記した別掲表の「グレードⅠ」「グレードⅡａ 」「グレードⅡｂ」に基づく必要がある、として、両団体は、この新しい基準が広く理解されるようその周知・徹底に力を尽くしている。これまで長い間水分計で測り下地水分指標８％は可、10％以上は施工不可などとしてきたが、それはモルタル下地のもので、コンクリートやセルフレベリング材が多くなった現状には適さず、施工の支障などでビニル系床材の施工では業界に混乱も生じていたという。この基準は壁装工事でも注目すべきものと言えよう。インテリアフロア工業会(ＩＦＡ)の説明によれば、旧来の「８％」という数値は計測器メーカー㈱ケット科学研究所の「ＣＨ-２」型で計測した結果を使っていたものだが、同器はモルタル用のもので、現在はコンクリートが多くなったのでケット社はそれに対応する新計測器「ＨＩ-５２０」型を作成発売した。この計測器の読み値が従来の計測器と大きく異なるため、同器による正確な判断基準を設定すべく、平成 18 年には、床材関係のメーカー、建築施工者と学識経験者からなる「日本床施工技術研究協議会」の中で研究が行われた。その結果は「コンクリート床下地の表層部の諸品質の測定グレード」としてまとめられた。それは、高周波静電容量式水分計「ＨＩ-５２０型」に備えられているＤモード(ダイレクトモード)で測定した読み値(下地の静電容量と１次相関が得られる値)を用いて下地水分のグレード分けをしたものである。同工業会は、このグレード分けを基に別掲表の通り、これまで使われてきた下地水分の指標との関係も示して、新たな下地水分の測定と判断基準を明示した。日本建設インテリア事業協同組合連合会も、同工業会の提案を受け入れ、最近刊行した「内装工事施工技術指針」にこの判断基準を取り入れている。
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